
　　【事前予約制】

脳ドック　　※検査時間は午後になります ３３,０００円 (税込)

胸部ＣＴ＋内臓脂肪量　　※月曜日～木曜日 １５,６２０円 (税込)

甲状腺機能検査 ４,５１０円 (税込)

体組成検査 １,１００円 (税込)

大腸カメラ　　※検査は別日になります ２３,３２０円 (税込)

子宮内診＋子宮頚部細胞診 ５,５００円 (税込)

マンモグラフィー ６,３８０円 (税込)

骨塩定量検査 ３,９６０円 (税込)

オプション検査のご案内

体組成検査は、筋肉量や脂肪量・基礎代謝・筋肉と脂肪のバランス・内臓脂肪量・部位別(両腕・両
脚・体幹部)の筋肉評価と体脂肪評価の分析をします。
心臓ペースメーカー等の医療機器装着者や妊娠中の方は検査できません。

ＭＲＩによる脳や脳血管の詳しい診断をします。クモ膜下出血の原因となる脳動脈瘤、脳腫瘍、脳
梗塞の早期発見が可能です。
なお、化粧品に金属を含んでいることもあり発熱や画像の乱れの可能性がありますので、　検査当
日の「化粧は控えめ」にお願いします。また、「マニキュア」「ネイルアート」等も　検査が出来
ないことがありますので、爪には何も付けないでください。

骨の中にあるカルシウムなどのミネラル成分（骨塩）がどのくらいあるかを調べて骨粗鬆症、骨の
老化などを診断します。全身の骨塩量が低下すると転倒などで骨折を起こしやすくなります。
特に閉経後の女性にお勧めします。

甲状腺ホルモンが過剰に分泌されると甲状腺機能亢進症（バセドウ病など）、分泌が低下すると甲
状腺機能低下症（橋本病など）になります。
血液でＦＴ３、ＦＴ４、ＴＳＨを測定することにより、甲状腺の機能を評価する検査です。また、
甲状腺の症状は更年期障害とよく似ています。更年期障害を疑われる方にもお勧めします。

乳房のエックス線撮影です。手で触れることのできない「しこり」や「石灰化」を発見することが
出来、早期乳がんの発見に有効です。
※豊胸手術をした方やペースメーカー・Ｖ－Ｐシャントを挿入している方は検査が出来ませんので
ご注意ください。

ＣＴは、胸部Ｘ線で見つけることが困難な２㎝以下の病巣を見つけることが出来るため、異常な影
の特徴や肺がんの早期発見に役立ちます。
内臓脂肪は、生活習慣病や動脈硬化を引き起こし、将来、脳卒中や心臓病に至る可能性が高くなり
ます。また、１００以上あれば「内臓脂肪型肥満」と判定されます。

内視鏡で大腸全体を観察する検査で大腸ガン、大腸ポリープなどの診断をする検査です。
料金は健診当日にお支払いいただきます。

子宮内診は、婦人科医による診察になります。子宮や卵巣の大きさや内膜の異常、子宮の病気の有
無を診る検査です。子宮頚部細胞診は、子宮頸がんの検査です。子宮頚部入口の細胞を少量採取
し、細胞に異常がないかを顕微鏡を用いて検査します。

1/2



胸部ＣＴ　　※月曜日～木曜日 １３,６４０円 (税込)

ピロリ菌抗体検査　（検査を受けたことが無い方が対象です） ３,１９０円 (税込)

ＢＮＰ検査（心機能マーカー） ２,４２０円 (税込)

心臓より分泌されるホルモンを調べ、心臓に負担がかかっているかをみる検査です。

ＨＣＶ抗体 １,９８０円 (税込)

Ｃ型肝炎の感染を診断します。Ｃ型肝炎に感染していると肝硬変や肝臓癌になる確率が高くなります。

甲状腺エコー検査 ３,３００円 (税込)

アレルギー検査 １７,６００円（税込)

乳房視触診（マンモグラフィー検査をお申込みの方に限る） 　　２,５３０円 (税込)

乳房エコー検査 ３,３００円 (税込)

PET-CT検査　　※検査は別日になります １４３,０００円 (税込)

ピロリ菌の感染は、胃潰瘍・十二指腸潰瘍・胃炎の原因になり、さらに胃癌の発生に深くかかわっ
ていることがわかりました。胃の調子が悪い方、胃潰瘍・十二指腸潰瘍等の心配のある方は一度検
査をお勧めします。血液検査でピロリ菌に対する抗体の有無を調べることにより、ピロリ菌に感染
しているかどうか判定します。
※但し、下記に該当する方は受けられませんのでご注意ください。
　　・過去にピロリ菌の除菌治療を受けた方
　　・胃や食道炎の薬を服用している方

PET-CT検査は、ポジトロン（陽電子）という放射線同位元素を含んだ薬を身体に注射し、体から出
る放射線をPET装置で検出し画像化することにより、がんなどの疾患を発見する検査方法です。
従来のがん検診では、腫瘍の大きさが１㎝程度にならないと発見できませんでしたが、PET検査で
は、早期の５㎜程度の大きさでの発見が可能です。

甲状腺を直接、超音波で観察し、大きさ・しこりの存在の有無、リンパ節腫大などがわかる検査で
す。日本人の10人に1人は甲状腺の病気があると言われていて、特に女性に多く見られる病気です。
※甲状腺機能検査と併せて検査されることをお勧めします。

少量の採血で、一度に３９種類のアレルギーの原因を調べることが出来る検査です。室内塵や花
粉、食品表示義務７品目を含むアレルギー性疾患の主要な原因アレルゲンが含まれています。

乳房を直接、超音波で観察し乳腺の状態を調べる検査です。乳腺の発達している若い女性の「しこ
り」の発見にも役立つ検査です。
※ガイドライン上はマンモグラフィとの同時検査が勧められています。
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